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No. 739 日合商の基本は『協調と連帯』

日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。
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【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した 7 社

2020 年 8 月 25 日現在

東北	 - ① -0095	 ㈱住建	 代表取締役	 齋藤  智裕
東北	 -0097	 ㈱日東資材販売	 代表取締役	 稲見  公夫
東京	 - ① -0233	 水元ベニヤ㈲	 代表取締役	 小柳  亜希子
中部日本	 -0066	 ㈱ TMトレーディング	 代表取締役	 岸川  浩一郎
九州	 - ③ -0039	 ㈱トラスト宮崎	 代表取締役	 仁科  和年
九州	 - ③ -0041	 ㈱アサヒ建材	 代表取締役	 石原  学
九州	 - ② -0114	 ㈱ブルケン・ウエスト	 代表取締役	 上田  昭典

令和 2年台風 9号、台風 10号で被災された皆様にお見舞い申し上げます。

日合商支部総会の実施報告
2020.8.28
東北支部
総会は書面会議で実施、
全議案は可決されました。
役員改選により新支部長に
中川賀文氏（中川木材商事株
式会社 代表取締役社長）が
就任されました。

東北支部
中川賀文  新支部長

2020.8.31
静岡地区支部
総会は書面会議で実施、
全議案は可決されました。

静岡地区支部
原川 誠  地区支部長

2020.8.31
北関東支部
総会は書面会議で実施、
全議案は可決されました。

北関東支部
林 紀尚  支部長

経済産業省より周知依頼がありました！
令和 3 年経済センサス － 活動調査「企業構造の事前確認」

月9

総務省・経済産業省では、2021 年（令和 3）6 月に行う「令和 3年経済
センサス － 活動調査」を円滑に実施するため、調査票の配布に先立ち、
支社を有する企業等の方々を対象に実施する「企業構造の事前確認」に
協力を要請。これに伴い、日合商に対しても、組合員に向けて「令和 3
年経済センサス － 活動調査」および「企業構造の事前確認」について周
知するよう協力依頼がありました。

◦新潟地区支部　総会

日合商支部  総会  9 月スケジュール
★新型コロナウイルス感染防止対策により、　各支部総会は書面会議に変更します。

【開催日程】

1. 第二回理事会
　◦開催日時：2020年10月29日（木）15：45 〜 16：15
　◦開催場所：東京都内
　◦議事事項
　　　① �2020 年度、上期事業報告及び収支見込みに関す

る件
　　　② 第 43 回通常総代会に関する件
　　　③ 会勢強化に関する件
　　　④ その他
　◦報告事項（予定）
　◦�出欠等確認用の返信ハガキへの記載事項：出席方法の
選択等

　　　① �Web 出席（会議システムを利用する情報機器で
使用するメールアドレスの記載が必要）

　　　② 書面による出席

2. 第一回合板需給懇談会
　◦開催日時：　同  日　　　　　　 16：30 ～ 17：30
　◦開催場所：　同  所
　◦議題
　　　① 令和 2年度の林野行政について
　　　② 国内の合板供給動向について
　　　③ 国内各地の需要動向について
　　　④ その他（質疑応答等）
　◦返信ハガキへの記載事項：出欠等
　　　① �Web 出席（会議システムを利用する情報機器で

使用するメールアドレスの記載が必要）
　　　② 欠席

2020 年度 第二回理事会並びに第一

回合板需給懇談会をコロナウイル

ス感染対策のため、Web 会議シス

テムにより2020年 10月 29日（木）

に開催いたします。

参加方法は、在京の役付役員等が

Web 会議のホスト設置場所に集ま

り、そのほかの理事・監事はそれ

ぞれの場所の情報機器からWeb 会

議に参加していただきます。

  2020 年度
  第二回理事会並びに
  第一回合板需給懇談会の
  開催ご案内

日本合板商業組合
理事長　足立  建一郎

※�なお、「Web 会議システムへの出席方法」及び「書面による出席
の方法」のご案内は、「議案書」等の書類と合わせて 10月初旬に
発信予定といたします。
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	 ⑫	 2	 	 	 1	 ⑦	 3	 3	 1	 1

	 ⑩	 	 4	 	 1	 ⑥	 2	 5	 1	 1

	 ⑦	 1	 1	 	 1	 2	 ④	 3	 1	

	 ⑦	 	 2	 	 1	 1	 ⑤	 3	 1	

	 ⑨	 	 	 	 2	 ④	 ④	 2	 1	

	 ⑧	 	 1	 	 2	 3	 ④	 3	 1	

	 ⑩	 1	 	 1	 	 3	 4	 ⑤	 	

	 ⑪	 1	 1	 	 1	 ⑥	 5	 1	 2	

	 ⑩	 2	 1	 	 1	 5	 ⑥	 1	 2	

各数値は回答企業の合計数、○印は一番回答が多かった項目

令和 2 年 7 月度  経営者の住宅景況感調査集計結果

景況感の単純集計

総戸数 持　家 分譲住宅 賃貸住宅 給与住宅個数

平成 30 年度  実績 95.3 28.8 26.7 39.0 0.8

令和 元 年度  実績 88.4 28.3 26 33.5 0.6

令和 2年度  予測 77.7 24.5 23.0 29.6 0.6

A 社 83.5 26 25 32 0.5

B 社 79 25.5 23 30 0.5

C 社 79 24.6 24.8 29 0.6

D社 75.9 24 21.4 29.5 1.0

E 社 69.9 21.8 20.7 26.9 0.5

F 社 83 27 24.5 31 0.5

G社 85 27 25 32.5 0.5

H社 77 25 23 28.5 0.5

L 社 81 25 25 30 1.0

M社 78.8 24.3 23.7 30.2 0.6

N 社 73 20.5 21 31 0.5

O社 未回答 未回答 未回答 未回答 未回答

P社 74 22.6 22.9 28 0.5

Q社 63.6 23.1 16.1 23.9 0.5

R 社 75 24 21 29.5 0.5

S 社 78 25 23 29.5 0.5

平　均 77.7 24.5 23.0 29.6 0.6

【単位：万戸】

令和 2 年度
新設住宅着工総戸数の予測アンケート結果 回答数 15 社

住団連　経営者の住宅景況感調査 令和 2 年度 第 2 回報告  

調査時期
令和 2年 7月

調査対象
住団連及び、住団連団体会員の会員企業 16社の
住宅の受注動向を把握している経営者

回答数
16 社

回答者
旭化成ホームズ、一条工務店、大野建設、サンヨーホームズ、
スウェーデンハウス、住友林業、積水化学工業、積水ハウス、
大東建託、大和ハウス工業、東栄住宅、トヨタホーム、
日本ハウスホールディングス、パナソニック ホームズ、ミサワホーム、
三井ホーム　　　（社名：アイウエオ順）

集計結果
景況感の単純集計 ( 下記 ) から景況感指数を算出

ＪＡＳ標語

建築に品質たしかな ＪＡＳマーク

木の佳さを生かす良い品 ＪＡＳ製品

家づくり品質たしかな ＪＡＳ製品

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹構造用
（ネダノン）

輸入・型枠用

輸入・構造用

F☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜JAS製品

品　　目

※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1車単位（10トン）問屋売り価格・90日手形（JAS 製品）東京の合板卸売り価格（円）

590
700
880

1,470
1,790
1,050
2,480
2,780
1,950
1,200
1,250

8 月4 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

590
700
880

1,470
1,790
1,050
2,480
2,780
1,950
1,200
1,250

8 月25 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

590
700
880

1,470
1,790
1,050
2,480
2,780
1,950
1,200
1,250

9 月2 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

590
700
880

1,470
1,790
1,050
2,480
2,780
1,950
1,200
1,250

9 月9 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

※平均値は各セグメントの最大値、最小値各 1つずつを外して算出している。
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概　要
　2020 年 7 月の新設住宅着工戸数は 70,232 戸（前年同月比 11.4％減）で
13 カ月連続の減少となった。その内、木造住宅は 40,450 戸（前年同月比
12.7％減）で 13 カ月連続の減少となった。季節調整済年率換算値は 82.8
万戸で前月比 4.8％増、先月の減少から再びの増加となる。
　利用関係別では持家が 22,708 戸（前年同月比 13.6％減）で 12 カ月連続
の減少、貸家は 27,684 戸（同比 8.9％減）で 23 カ月の連続の減少、分譲
19,359 戸（同比 11.8％減）で 9カ月連続の減少となった。分譲の内訳はマ
ンションが 8,352 戸（同比 2.9％減）で 3カ月連続の減少、戸建ては 10,820
戸（同比 17.2％減）と 8カ月連続の減少となった。
　持家、貸家及び分譲住宅が減少したため、全体で前年同月比 11.4％の減
少となった。

国内・外合板の供給量
　7月の国内合板生産量は 23.1 万㎥（前月比 100.4％、前年同月比 78.3％）
と発表された。その内、針葉樹合板の生産量は 22.3 万㎥（同比 100.2％、

78.0％）となり、出荷量は 23.5 万㎥（同比 103.8％、80.9％）で、在庫量
は 16.0 万㎥と先月から 1.3 万㎥減少になった。
　輸入合板の 7 月度入荷量は 15.8 万㎥（前月比 87.3％、前年同月比
79.1％）となった。国別入荷量はマレーシアが 4.1 万㎥、インドネシアが 6.3
万㎥、中国が 3.9 万㎥の入荷量となっている。

今後の見通し
　国内針葉樹合板市況は、各メーカーの減産により生産量が抑制される中、
出荷は堅調に推移したお陰で在庫量が 16 万㎥まで削減された。価格も落ち
着いた相場感になっており、年末までは減産を含めた生産調整を継続し販
売価格は安定すると思われる。
　輸入合板に関しては、マレーシア入荷量が過去最低数量になっており、
大方の予想以上に減少した。港頭在庫もバランスが崩れており、ようやく
底打ちが見えたことで停滞していた相場が少しは動き始めると思われる。
　産地の契約状況等を考慮すると調整が着いてきているものと考えられる。
そこのところを踏まえたうえで先手で手配を進めて頂きたい。
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日合商ホームページより新着情報・トピックスをご確認ください

◦ 8 月 27 日
■�林野庁から林野庁補助事業「都市の木造化に向けた木質耐火部材等の利用促進事業（略称：都市木造実

証事業）」の開始が公表されました
　［事業概要］
　�都市木造実証事業対象物件の建築業者（建築工事業または大工工事業の許可を受けた者）が、助成対象建築物の要件を満たす建築物の
構造部分等に木質耐火部材等を利用する地域における先例となるものに対して助成金を交付する。
　　　助成金：1棟の都市木造実証事業に対して上限 1,500 万円もしくは上限 3,000 万円
　　　申請スケジュール①  事業申請書（事業へのエントリー）～ 2020 年 10 月 30 日 17：00 
　　　　　　　　　　　②  助成金交付申請（助成金の申請）事業完了後 1カ月以内または 2021 年 2月 26 日まで

◦ 7 月 31 日
■林野庁から「新型コロナウイルス感染症対応休業支援金・給付金」について案内がありました
　［事業概要］
　�新型コロナウイルス感染症及びその蔓延防止の措置の影響により休業した中小企業の労働者のうち、休業中に賃金（休業手当）を受け
ることができなかった方に対する休業支援金・給付金が支給される。

◦ 7 月 28 日
■林野庁経由で厚生労働省からの
　「トラック運転者の長時間労働改善に向けたポータルサイト」の周知について案内がありました
　�いわゆる「ホワイト物流」推進運動が、荷主となる企業や国民の理解を深めるために設けられたポータルサイト。トラック運転者の長
時間労働の実態をグラフにまとめた資料や、荷主がトラック運転者の長時間労働を招いている可能性のある問題点などが確認できる。

◦ 7 月 27 日
■林野庁より『家賃支援給付金』（林地等事業用地の賃料も対象）の案内が届きました
　［事業概要］
　�新型コロナウイルス感染症拡大により、特に大きな影響を受ける事業者に対して、事業の継続を下支えするため、特に地代・家賃の負
担軽減を目的に支給する。
　　　対　　象：税務申告をした林業・木材産業関係者
　　　　　　　　昨年の売上高や所得に関する要件なし
　　　　　　　　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、売上高が減少した方
　　　給付金額：上限 600 万円（個人の場合は上限 300 万円）
　　　申請期間：～ 2021 年（令和 3）1月 15 日

◦ 7 月 21 日　「選択する未来 2.0」
■内閣府から、東京一極集通の是正を図るといった新しい地域づくりの方向性などを盛り込んだ
　『選択する 2.0』の中間報告が公表されました
　�2014 年（平成 26）1月に経済財政諮問会議の下に「選択する未来」委員会が設置され、安倍内閣の下で子育て支援の充実や教育の無
償化、地方創世が進められたが、少子化の克服、生産性の向上も道半ばとの認識により有識者による懇談会『選択する未来 2.0』を開催。
その中間報告で「今起こりつつある変化を後戻りさせず、10年分の変革を一気に進める。この数年の取組が未来を左右、今が選択の時。
できることは直ちに着手・時間を要する課題についても 5年以内に酋長実施―コロナ後の不透明要因に留意しつつ、実行計画を今後半
年で作成」としている。

　この数年で必要となる集中的な取組：多様性を尊び、変化を取り入れる
　　　◇教育、企業・社会の仕組みや慣行の変革　◇デジタル化・リモート化の推進　◇人的投資等の無形資産への投資拡大
　　　◇就職等の包摂的支援で格差拡大防止

申込書の提出で
「日合商会員向けメールマガジン」を

スピーディーに閲覧できます
日合商会員向けメールマガジンには、木
材・合板業界に関連する行政施策等の解説
『日合商解説』と、業界の最新情報をお伝
えする『日合商通信』を掲載しています。

記事閲覧の手順は、

❶�日合商HP ［https://nichigosho.net］から
「日合商メールマガジン」をクリックし、
パスワード・ID を入力してファイルを
開く方法
❷�メール配信で添付する URL から直接閲
覧できる方法
　�「日合商会員向けメールマガジン配信申
込書」をご提出いただければ、記事閲
覧の手順②の方法で閲覧できます。

　■申込書の入手先
　E-mail  info-mag@nichigosho.net
　�「日合商会員向けメールマガジン配信申
込書希望」とメールでお知らせいただけ
れば、申込書をメール返信いたします。

https://www.nichigosho.net● トピックス▶

会員情報変更手続きのご案内

【変更届提出の手順】

日合商ホームページ
【グリーン購入法事業者認定について】

⬇
申請書・証明書フォーマット

⬇
事業者認定登録変更届プリントアウト

⬇
変更個所のみ記入

⬇
FAX  03-5256-8786 へ送信ください。

❶ �現在登録の会員情報に変更があった場
合、各支部事務局宛にファックスまた
はメールでご連絡をお願いします。

❷  グリーン購入法認定事業者の変更
  　�会社名・代表社名・住所等、登録情報
が変更された場合、本部事務局（担当：
菅原）宛に、変更届をご提出ください。

【トピックス】ポイント解説
（詳しい内容は日合商ホームページ【トピックス】をご参照ください）


